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第 1 章 はじめに  
  

平成 14 年にスタートした水素・燃料電池実証プロジェクト（JHFC：Japan Hydrogen and 
Fuel Cell Demonstration Project）において、第１号の水素ステーションである霞ヶ関水素

ステーションがこの年 12 月に完成し燃料電池自動車への水素の充填を開始した。このステ

ーションは設備能力の向上と作業安全性の改善を目的とした改造が行われ、平成 18 年 7 月

から新しい設備で運用されている。同水素ステーションは 3 年 8 カ月間使用され、このよ

うに長期間にわたって高圧の水素の充填が行われた設備は国内でははじめてであり、今後

の水素ステーションの材料・技術評価に資するため、旧設備の蓄圧器の調査を行った。本

調査は独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構(以下 NEDO と略す。)「水素先

端科学基礎研究事業」の活動の一環として、独立行政法人産業技術総合研究所(以下、産総

研と略す。)水素材料先端科学研究センター（HYDROGENIUS）と国立大学法人九州大学

が、財団法人石油産業活性化センターと協力し、財団法人エンジニアリング振興協会の支

援を得て行ったものである。  
本蓄圧器の調査は平成 19 年 1 月～平成 19 年 11 月までに実施した。最初に財団法人石油

産業活性化センター(以下 石油産業活性化センターと略す。)において蓄圧器の鏡部内側に

存在するしわの深さと長さを超音波探傷で非破壊的に検査した。その後、財団法人エンジ

ニアリング振興協会(以下 エンジニアリング振興協会と略す。)の支援を受け、水素材料先

端科学研究センター（HYDROGENIUS）と九州大学で本格的な調査をした。表 1-1 に調査

の体制図を示す。 
石油産業活性化センターにおいて超音波探傷で求められたしわの深さと長さを検証する

ため、蓄圧器鏡部を切断し、5 本のしわの深さと長さを調べた。さらに、蓄圧器に使用され

ている SCM435 鋼の材質を調べるため、蓄圧器胴部より各種試験片を切り出し、組織観察、

ビッカース硬さ試験、介在物検査、侵入水素量測定、水素チャージ試験片と未チャージ試

験片を用いた引張試験とシャルピー衝撃試験を実施した。水素チャージは 85℃の 100MPa
水素ガス中に試験片を 200 時間曝露することによって行った。これらの一連の実験によっ

て蓄圧器に使用されている SCM435 鋼の水素侵入特性、強度特性に及ぼす水素の影響を明

らかにした。同様な調査を昭和 50 年に製造された 20MPa 水素ガス蓄圧器（SCM435 鋼製）

について実施した。霞ヶ関水素ステーション蓄圧器と昭和 50 年製蓄圧器のデータを比較・

検討することにより、今後の蓄圧器に必要となる基本的な特性を整備するとともに、霞ヶ

関水素ステーション蓄圧器に使用されている SCM435 鋼が昭和 50 年製蓄圧器に使用され

ている SCM435 鋼よりも材質的に改善されていることを確認した。最後に、水素材料先端

科学研究センター（HYDROGENIUS）で蓄積されつつある疲労き裂進展に及ぼす水素の影

響を調べた疲労データ等を使用し、霞ヶ関水素ステーション蓄圧器の疲労き裂進展解析と

LBB（Leak Before Break）解析を実施し、霞ヶ関水素ステーション蓄圧器の健全性を評価

した。この評価においては、水素材料先端科学研究センター（HYDROGENIUS）の基礎的

な研究で得られた「SCM435 鋼の疲労き裂進展特性に及ぼす水素と繰り返し速度の影響」
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に関する世界唯一ともいうべき最新のデータが重要な役割を果たした。  
 本報告書は単に霞ヶ関水素ステーション蓄圧器の調査に留まらず、有用な新しいデータ、

分析、解析手法を含んでおり、今後より優れた蓄圧器の製造、開発、品質保証に活用され

ることを期待している。  
  
  
表 1-1 霞ヶ関水素ステーション蓄圧器調査体制 
 

　産業技術総合研究所水素材料先端科学研究センター／九州大学

　村上　敬宜（産総研研究センター長／九大理事・副学長） エンジニアリング振興協会

　松岡　三郎（産総研研究チーム長／九大工学研究院教授） 久保山孝治（研究主幹）

　土山　聡宏（産総研外来研究員／九大工学研究院准教授） 依頼

　山辺純一郎（産総研外来研究員／九大工学研究院特任准教授）

　福島　良博（産総研外来研究員／九大工学研究院助教）

　 峯　 洋二（産総研外来研究員／九大工学研究院助教）

　 堤　 紀子（産総研ポストドク） 協力

　金﨑　俊彦（産総研ポストドク） 石油産業活性化センター

　畠山　和久（産総研テクニカルスタッフ） 山鹿冬芽（主任研究員）

　堀田　敏弘（産総研テクニカルスタッフ）

　吉川　倫夫（産総研派遣職員）

調
査

 
 
上記 役職は、調査開始時のもの 
2008 年１０月現在 堤紀子は大分大学助教、金﨑俊彦は九州大学特任准教授 
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